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４月１９日（火）に３年生を対象に実施されました「全国学力・学習状況調査」について，

特徴的な事項についてお知らせいたします。

１ 各教科ごとの振り返り

（１）国語

国語で最も正答率の低かった，自分の考えが伝わる文章になるように根拠を明確にして書く

【情報の扱い方に関する事項】ことに関する問題です。

２三について

自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にして書くことが出来るかどうかを問わ

れていました。

引用した部分にカギ括弧（「 」）を付けて，引用部分をはっきりさせて解答することが求

められます。
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（２）数学

数学で最も正答率の低かった，筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理由を説明することがで

きるかどうか問う問題です。

この問題は，図形の性質を考察する場面において，「筋道立てて考えること」「事象に即し
て解釈したことを数学的に表現すること」「事柄が成り立つ理由を数学的に説明すること」が
できるかどうかみる問題でした。この問題については，約半数が無回答でした
「選択式」の問題は全国平均より高い正答率でしたが，「短答式」「記述式」は全国平均よ

りも低い正答率でした。特に「記述式」については，無回答が多くみられました。
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（３）理科

正答率の最も低かった問題は，（化学変化に関する知識及び技能と「エネルギー」を柱とする

領域の知識及び技能を関連付け，水素を燃料として使うしくみの例の全体を働かせるおおもと

として必要なものを分析して解釈できるかどうかをみる）問題です。

（３）の正答→太陽の光（太陽）

電気分解又は燃焼に関する物質を，仕組み全体を働かせるおおもととして指摘してます。

化学変化に関する知識と，エネルギーを柱とする領域の知識を関連付けながら分析して解

釈することが苦手であると考えられます。 このことの解決に向けて，授業の中でも学んだ

内容について，様々な場面で活用したり，他の知識などと関連付けて考えたりする学習場面

を増やしていきます。

★学力に関する課題について

【課題】

○問題形式や観点別の結果から，どの教科も自分で筋道を立てて考えを記述したり説明した

りすることに課題が見られます。

○どの教科にも共通して，表面的な知識・技能になっていて，活用したり他の知識・技能と

関連づけて考えたりすることに課題があります。

○記述式の問題に対しての無解答率がどの教科でも北海道や全国平均から見てもかなり高い

状況が見られます。生活質問調査の『難しいことに挑戦する』ことに対する質問に対して，

肯定的な回答が低く出ています。

【改善策】

・知識・技能を日常の場面などで活用しながら理解を深める学習過程を位置づけた授業づく

りを目指します。

・自分で筋道立てて考え，記述することを徹底する場面を位置づけた授業づくりを目指しま

す。

・生徒にとって学びの文脈を大切にした授業展開を目指します。

・日常の場面などから問題を見いだす学習過程を位置づけた授業づくりを目指します。
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２ 学習状況調査 質問用紙からの分析

（１）学習習慣

（２）主体的・対話的で深い学びの視点から

調査を受けた生徒には，担任を通じて個人票がすでに配られています。結果を踏まえ，今後の

学習に役立ててほしいと思います。今後も，東明中学校として更なる学力向上に向けた取組を

進めてまいります。ご家庭でのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

＊全ての問題と解答は，国立教育政策研究所のＨＰ【https://www.nier.go.jp/22chousa/22chousa.htm】
にて確認できます。

○ＩＣＴ機器について，所持率が年々上昇しています。利用に関する約束については

各家庭で概ね守られているようです。

●ゲーム・ＳＮＳ・動画視聴などの本校生徒の利用時間は，全道・全国平均を大きく

上回っています。毎日３時間以上の長時間利用が多いことが学習時間の減少につな

がっていることが予想されます。

●家庭学習の時間については，全国平均を下回り，過去２年間と比較しても１時間以

上の家庭学習を確保している生徒が減少していることがわかります。

●計画的な家庭学習については，全道・全国平均とほぼ変わりませんが，本校の昨年

度の様子と比較すると減少傾向にあることがわかります。

○読書については，家庭にある本の冊数が全道・全国平均より多く，読書に対する関

心の高さにつながっていると考えられます。

●新聞に触れる機会は，本校だけではなく，全国的に見ても減少しています。

改善策

◎今年度より教科書等の学習道具は各自で判断して持ち帰ることになりました。学習

チェックシートの活用し，計画的な家庭学習を進められるよう取り組んでいきます。

○家庭学習強化週間や長期休業時に家庭学習プリントを配布し，家庭学習の習慣化に

向けて取り組んでいきます。

○長期休業中や定期テスト前の放課後に希望者による補充学習を行い，学力向上を進

めていきます。

分析結果

○学級の生徒との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりす

ることができていますかと言う問いに対して，肯定的回答が８割を超え，過去最

高を示し，課題解決に向けて話し合い活動を通して仲間と協働して取り組むこと

ができていることがわかります。

○自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，

話の組立てなどを工夫して発表していましたかと言う問いに対して，肯定的意見

が６割程度と低いものの，過去２年間と比較すると若干の上昇が見られ，自分の

考えを伝える工夫をしようと努力していることが伺えます。

改善策

◎授業に限らず，様々な場面で話し合い活動の充実が図られていますが，今後はＩ

ＣＴを活用した仲間との協働にも重点を置いて取り組みます。


